The Formation of Transnational Networks by a Japanese Christian in Modern Times : The Migration of Midori Kobayashi by 根川 幸男
近代における一日本人キリスト者の越境ネットワー
ク形成 : 小林美登利の移動・遍歴を事例として
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効性が評価されている。 「越境史」とは、 「一国史」に相対する概念で、複数国家・地域の関係・交差の視点から歴史を見直すアプローチ法 あり、この視点から くつかのすぐれた論考が発表されてい（
1）



























































の過程とメカニズムを明らかにするとともに、そうしたネットワークを資源として生まれた聖州義塾の歴史的意義や役割について考察する。特に、小林がハワイ・米国に滞在した一九一六～一九二一年は排日運動が再燃した時期である。その排日の風潮の中 身をおいた実体験をブラジルでの活動にどのように反映させよう したのかという問題を、彼の越境ネットワーク形成の過程と重ねながら、一九二八年の日本一時帰国と翌年 ブラジル帰還まで 対象として明らかにして きたい。　
こうした越境史的アプローチは、従来国や地域別に研究される傾


































































































藤の存在が大きな要因 され い 。
















































































































この太平洋神学校を拠点 したようであるが、ここ も学校縁・信仰縁によるネットワークが活用されてい 。　
このカリフォルニア渡航には、太平洋神学校での勉学とともに、









米連邦政府は新しい「移民法」 草案 明らか したが、その中には日本人を含む全アジア人
（中近東を除く）
を「帰化不能外国人」






































































ここには、彼がブラジルに渡った理由が北米の排日問題に起因し、今後の日本人移民受け入れ先として北米はもはや期待できず、その代替地として南米を期待したことが説明されている。こ 「新天地」において自分たち日本人が「再び北米に於ける二の舞を踏まざらんことを希ひ」 、彼の言う「精神的啓発事業を起す」ことがブラジル渡航の動機であるという。この「精神的啓発事業」が排日予防啓発を含む教育事業 あったことは後の小林の活動 証 している。　
こうして小林は、一九二一年一二月二二日にブラジルの首都リ











































































































書」の冒頭で 小林は「神は我母の胎出でし時より我を選び置き我を異邦人間の伝道者たらしめんとし給ふた」と う使徒パウロの言葉を引き、パウロに自らをなぞらえ、 「私も亦此使命 観に生きんとして今此広漠たる南米の一角に立って我面前に開展して居る精神
的事業に向って渾身の力を注がんとして居ります」とその抱負を述べている。この「精神的事業」を具体化 たのが聖州義塾の事業であるが、 「難解な人種的辟見に根ざした排日問題」を解決 るため、日本人とブラジル が共同でその実現に当たるべきことが次のように強調され　　　
私は数年間かの排日旋風の渦巻く布哇や北米に生活して、目












れは在米日系人の排日予防啓発運動の一環であった「米化」に対応する造語である。そ 意味するところを「再び聖州義塾設立趣意就て」の記述からさぐってみると、 「真の意味の伯化」とは、日本民族の「最善最良の美質」を保持しそれを 揮しつつ、建設途上にあるブラジルにおいて日本人移民が「最も優秀なる伯国市民となる事で」あり、 「忠良無比の伯国市民たる事を事実 以て示す」こであるとされる。小林独自の永住論・同化論の表明である。さらに彼は、それが「現在の日本人を以 満足し得ないと同時に、現在の伯国並に伯国人を以て満足するも では」なく、 「同時に進化でければなら」ないと述べてい
る（
63）。つまり、 「真の意味の伯化」と
は、選択的 文化化によっ 、日本とブラジル両者の美質 身につけたハイブリッドな新しい日系ブラジル市民を創 することであった。この新しい日系ブラジル市民は 優良新進な伯国民と共に理想的新伯国の建設に参与」する ずのもので 同時に こそがそのような理想郷建設にふさわしい国であると説明され い
（
64）。小






わせ、ブラジル医学士院長であったミゲル・コウト博士は、日本人移民がブラジル国家の崩壊を狙う膨張主義計画の一員であると批判した。ブラジルでもこうした排日運動が展開されつつあ た時代背景を思い合わせると、 「真の意味 伯化」という理念表明の歴史的な意義がいっそう明確 なる。小林は一九二三年四月から五月にかけて、 『時報』に「来るべき問題」を連載し、 「遠からず北米 於けると同様 る忌は 問題 我等の身辺 襲ひ来たる様な懸念を起さしめて止ま い」と う警告を発している
（
66）。小林は、この論説を






















集のため一時帰国の途についた。アマゾン河を遡行しアンデスを越え、ボリビアを経て、ペルー太平洋側に出、パナマ、サンフランシスコ、ハワイを経由し 日本に帰国する いう二百二十七日間におよぶ冒険旅行であった。この旅 初期、アマゾン河口 都市ベレで、その地に住む柔道家前田光世
（通称コンデ・コマ）
と出会うこ
とになる。武道縁・エスニック縁によるものである 小林のネットワーク形成にとって小さくはない出来事であった。前田は、小林らが一九三三年にブラジル最初の日本武道普及組織「伯 柔剣道連盟」を設立する時、これに協力している。また、 途中のハワイでは、奥村多喜衛 再会し、当時奥村がホノルルで発行していた『楽園時報』に「南米より帰布して」を寄稿し、 「金十弗」を寄付している
（
70）。この時期、奥村は排日予防啓発を含めた日系人の米化運動
の中心を担っており、ブラジル ハワイという新旧二つ 日本人移民受け入れ先における日系社会や子弟教育のあり方 ついて積極的に二人の間で意見が交換されたものと考えられ














ロ市の聖州義塾において日系子弟教育に当たる教育者であると紹介し、彼の事業を支援す よう依頼している。その理由は、 「伯国移民之将来に付てハ実に憂慮之点多々有之現に米国加州に於ける既往の経験に徴するも、殷鑑遠からさるは御同様熟知の事柄 有之候






ある。ただ、 師であ た渋沢側は、一学生であった小林を知る機会はなかっ のであろう。　
この書簡中には、 「右小林氏之事ハ原田氏曾而京都同志社在勤之


























が編集・刊行された。さらに、一九三三年には、小林らによって、ブラジル最初の日本武道普及組織である「伯国柔剣道連盟」が立ち上げられた。このように三〇年代の小林の事業は、初期の労苦が報われるかのごとく順調に発展していったかに見える。また、三〇年代はブラジルにおける日系子弟教育が充実に向かいながら ブラジル・ナショナリズムの台頭によって、その理念・内容が激しく動揺する時代でもある。ブラジル政府 ナショナリズム政策 よって、三〇年代末には日系をはじめ多くの外国系教育機関が閉鎖される
（
78）。











社、マッケンジー大学といった学校縁、プロテスタント教会信仰縁 武道の実践を通じた武道縁 在米 在伯日本人というエスニック縁を活用することによって、日本 ハワイ 米 土、ブラジルを横断する越境ネ トワークを形成した。そこに こう たさまざまな〈縁〉を活用し、自前のネットワークをより大きく強固なネットワークに接続していくことによって 連鎖的 ネッ ワークを拡大していくというメカニズムが働いていた。　
こうして越境化したネットワークは、ブラジルという異国での伝
道と教育 中心とする小林の事業 展開するため 資源として活用された。聖州義塾は、ポルトガル語とキリスト教精神 よって日本人移民をブラジル社会に適応させ、その子弟たちに日本語・日本文
化を継承させる二文化化のエージェントとしての役割を担うとともに、その後も小林の越境ネットワ ク形成の要としての役割を果たすことになる。すなわち、日本に一時帰国した小林は、排日予防啓発を含む聖州義塾事業の拡張という名分と原田という学校縁・信仰縁で結ばれた同志社人脈によって渋沢栄一 知遇を得、渋沢の呼びかけによって日本財界から多額 寄付金を獲得し、義塾の事業拡張を達成するのである。当時日米関係委員会の中心人物であった原田と渋沢の支援は、米国内の排日運動への対応と連動していた。小林の越境ネットワークは、在外子弟教育への支援と排日予防、日本人移民 啓発という日本の国益 背景 する彼ら ネットワーク 接続することによって、拡大し強化さ るのであ こうし 小林は米国での排日体験を資源とし、排日運動が予想されつつあ たブラジルにおいて、その予防啓発を意識しつつ、 「真の意味 伯化」という理念を掲げ 自ら 教育事業 展開していく であ 。　
以上のように、小林のような移動性・越境性の高い人物に焦点化










































y of Sciences, 1992. 同書によると、 「越境移



































































































































次郎（同胞教会牧師） 「実地神学」 、マクドウエル（アメリカ美以教会監督） 「修養上の四大要素」 、シドニー・ウエッブ（ロンドン大学教授） 「英国に於ける社会問題」 、ハミルトン・ホルト（インディペンデント主筆）
近代における一日本人キリスト者の越境ネットワーク形成
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pany, 1922, p.412 ） には、小林のブラジル行きの事
情が次のように記されている。“
It is reported that there are thirty 
thousand Japanese in B
razil w











ined to go to B
razil to be a m
issionary to his fellow
 
countrym
en, instead of returning to Japan. H
e is a graduate of the 
D
oshisha in 1916, and of A
uburn Sem
inary in 1921. H










issioning natives as m
issionaries. So he has decided to take up the 
w
ork independently, at his ow
n expense. ” （ 「ブラジルには三万人の日本人
が、仏教も含めていかなる宗教的指導者もなしに居住しているということが報告されている。ニューヨークの若き日本人キリスト教徒であ 小林美登利は、このことを耳にし、日本に帰国する代わりに、彼 同胞への宣教
148
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